
第
二
十
四
回 

『
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か 

下
松
の
石
造
文
化
財
』
を
終
え
て 

期
間
：
令
和
５
年
３
月
30
日
（
火
）
～ 

 
 

 
 

 
 

令
和
５
年
９
月
27
日
（
水
） 

 
今
回
の
企
画
展
は
、
下
松
市
内
に
あ
る
灯

籠
や
五
輪
塔
な
ど
を
、
説
明
文
や
写
真
・
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
、
石
造
の
魅
力
や
重
要
性
を

再
発
見
・
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
愛

の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。 

◆
い
ろ
い
ろ
な
場
所
の
石
造
物 

・
寺
社
に
灯
す
石
燈
籠 

・
暮
ら
し
の
安
泰
を
念
じ
て 

・
墓
名
に
残
る
人
た
ち
の
歴
史 

・
石
塔
に
込
め
ら
れ
た
五
文
字 

・
願
い
を
込
め
て
百
度
詣
り 

・
身
を
清
め
る
手
水
鉢 

・
村
人
の
暮
ら
し
を
守
る
石
造
物 

・
花
岡
の
さ
ま
ざ
ま
な
石
造
物 

・
石
碑
に
記
さ
れ
た
先
達
た
ち 

・
歴
史
を
刻
ん
だ
記
念
碑 

・
宗
派
を
超
え
て
建
立 

◆
各
地
に
あ
る
石
造
物
の
写
真 

◆
多
宝
塔
の
写
真 

 

・
閼
伽
井
坊 

下
松
市
花
岡 

 

・
慶
雲
寺 
 

下
松
市
恋
ヶ
浜 

 

・
建
咲
院 

 

周
南
市
土
井 

 

・
海
印
寺 

 

周
南
市
下
上 

◆
碑
文
が
刻
ま
れ
た
石
碑 

 

・
多
宝
塔
重
脩
碑 

花
岡
八
幡
宮 

 

・
亀
石 

 
 

 
 

花
岡
八
幡
宮 

 

・
弘
鴻
の
碑 

 
 

閼
伽
井
坊 

 

・
孝
女
満
佐 

 
 

末
武
公
民
館 

 

・
記
念
碑 

 
 

 

来
巻
嶽
神
社 

 

今
回
の
企
画
展
で
は
、
市
内
各
地
に
設
置

さ
れ
て
い
る
石
造
物
を
確
認
し
、
歴
史
の
深

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

◆
慶
雲
寺
の
多
宝
塔 

多
宝
塔
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
花
岡
八
幡

宮
の
境
内
に
あ
る
閼
伽
井
坊
の
多
宝
塔
で
す

が
、
慶
雲
寺
に
は
石
で
造
ら
れ
た
多
宝
塔
が

あ
り
ま
す
。
周
南
市
に
も
石
造
の
多
宝
塔
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
建
咲
院
と
海
印
寺
の
多

宝
塔
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
慶

雲
寺
の
多
宝
塔
に
は
、
創
建
時
の
関
係
者
等

が
記
さ
れ
た
碑
文
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

普
門
寺
の
住
職
の
名
前
が

あ
り
ま
し
た
。
駅
南
の
宗

派
の
違
う
普
門
寺
で
確
認

し
て
い
た
だ
い
た
ら
、
歴

代
の
住
職
に
同
じ
名
前
の

住
職
の
名
前
が
あ
り
ま
し

た
。
な
ぜ
、
宗
派
の
違
う

寺
院
名
が
刻
ま
れ
て
い
る

の
か
。
空
爆
に
よ
り
本
堂

を
含
め
全
て
の
建
物
が
焼
失
し
、
創
建
以
来

の
記
録
や
檀
家
の
過
去
帳
な
ど
貴
重
な
資
料

が
な
い
た
め
、
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
多
宝
塔
も
爆
撃
に
よ
り
一
部
破
損

し
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い

ま
す
。 

「
く
だ
ま
つ
ふ
る
さ
と
広
場
」
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
要
望
、
お
気
づ
き
の
点
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。（
４
８
ー
８
０
３
５
） 

企
画
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
中
で

す
。（
現
在
17
名
） 
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